
 

『札幌第１.第２.第３.第４支部合同 保健師職能研修会』 アンケート集計結果 

保健師職能委員 

 

開催日時 

 

: 

 

2025年 7月 26日(土)  14:00～16:00 

テ ー マ : ケアラーを取り巻く課題とこれからを考える（第 2弾）  

～家族を丸ごと支援する視点を学ぶ～ 

講 師 
: 
中村 健治 氏 

（社会福祉法人北海道社会福祉協議会 生活支援部地域共生社会推進課長） 

開催方法 : 対面研修 

参加人数 : 39名 

回答人数 : 23名 

 

1. 職種について 

 

 

2. 所属施設について 

 

 

3. 開催日時について 

.  

 

（学生） 



 

4. 開催方法（集合型による開催）について 

 

 

5.  開催時間について 

 

 

6-1. 企画内容（テーマ）について 

 
 

<大変良かった> 

⚫ 病棟勤務をする中で大事な事だと思いました。 

⚫ グループワークを通じて、様々な職種・立場からの見え方を知ることができ、気づきが多かったため。 

⚫ 専門職としてだけでなく、地域で生活する一人の人として身近なテーマであり、自身の体験や考え方

を持ちながら考えを深めることができたため。 

⚫ 日本におけるケアラー問題は、家族による無償のケアに頼り続けてきた社会構造の限界を示している

と思います。ケアの担い手が孤立せず、支援とともに生きられる社会への転換が求められているなか、

自身の立ち位置として何ができるのかを考えたかったため。 
 

<良かった> 

⚫ 知識が少ないので知りたかった。 

⚫ ケアラーの事を大変よく知る事が出来ました。 

⚫ 現代の課題から企画され、参加者も様々な悩みなどがある中で支援しており、参考になる内容だと思

いました。 

 



 

6-2. 企画内容（講話）について 

 
 

<大変良かった> 

⚫ 包括支援や地域づくりの視点を改めて考えることができました。 

⚫ 在宅や家族支援を中心に関わる部署に配属となり、考えを深める機会となった。知識と視点が広がった。 

⚫ 近年のケアラーを取り巻く状況や、支援の在り方・必要性について深く知ることができたため。 

実際に働く際にも、このような説明を関係機関にもしていくことで、よりケアが充実した良いものにし

ていけるのではないかと学びを得ることができました。 
 

<良かった> 

⚫ 去年より整理されていた。 

⚫ 具体的に説明していただき、わかりやすかったです。 

⚫ 講演内容を受けてスライドを探すという場面が幾つかあり、手元資料がある講演であれば自ずと適応す

るスライドを探すと思いますので、講演内容に応じたスライド展開して頂けるとより認識や理解が進む

ように思います。 

 

6-3. 企画内容（グループワーク）について 

 

<大変良かった> 

⚫ 医療機関の考えもお聞きできて連携の必要性を認識できました。 

⚫ いろんな現場で働いている方の生の声を聴けたこと、立場で抱える課題がことなること、いかにつな

がるかが重要と、いろいろわかったことが良かった。 

⚫ 様々な現場で経験を重ねられている方々の意見が共有されたことで、自分の考え方を広げたり、 

整理することができた。また、見ている視点は異なっていても人を対象に支援を行なっている点は共

通しているからこそ、より考え方を深められ有意義なものになったように感じた。 
 

<良かった> 

⚫ 時間が短かった 

⚫ もう少し深く話せたらよかった 

⚫ 他機関の方々とのグループワークで色々な悩みや事例を伺うことができ参考になった 

 



 

7. 参加しての感想や今後研修会で希望するテーマについて 

⚫ 地域づくりの研修 

⚫ 第 3弾をお願いしたいです。 

⚫ 合理的配慮が必要と思われる、発達障害が疑われるスタッフ育成について 

⚫ あっという間の２時間でした。勉強になりました。ありがとうございました。 

⚫ 様々な立場での支援について考えることができました。今後の業務でも活かしていきたいと思います。

ありがとうございました。 

⚫ 本日はお忙しい中、このような貴重なご講義への参加機会を頂き、本当にありがとうございました。 

すごくすごく学びになりました。今後、難病・障害の方の多職種・学校への支援についての研修会など

にも参加したいと思いました。改めまして、本日は本当にありがとうございました。 

⚫ 少子高齢・多死社会において、医療・介護・福祉の担い手が不足している日本では、「ケアラー問題」へ

の対策は緊急の課題だと思います。講演により限られた人材・資源の中で、ケアラーを孤立させずに

支えるためには、制度・地域・現場それぞれのレベルでの多層的な対応が求められると学びました。 

1.【気づきと可視化】「ケアラーを見つけ、声をかける仕組み」、2.【ケアの“丸投げ”をやめる】「家族に

過重なケアを任せない体制づくり」、3.【担い手を広げる】「“支援の担い手”を専門職以外にも開く」、4.

【ケアラー自身の支援】「ケアする人が孤立しない仕組みづくり」、5.【子ども・若者への配慮】ヤングケア

ラー対策、6.【政策・制度改革】「支える社会」への転換、と様々に対策はあると思います。次回は、同じ

テーマとしてどのようにしたら行動レベルの対策を考えられるのか、若くは「ケアラーが孤立せず、持

続可能な支援を得られる社会の実現」「家族介護が個人に過剰に負担されず、多様な担い手が共に支

える地域社会の構築」を目的とした具体策をロジックモデルで考えるというようなテーマをご検討頂

きたいです。 


